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「
此
里
は
」
の
巻
（
『
誹
階
曾
我
』
所
牧
）

此
里
は
山
を
四
面
や
冬
寵
り

青
う
て
細
く
け
ぶ
る
炭
鼈

い
ぶ
せ
さ
は
街
一
種
の
旅
を
し
て

波
に
飛
込
船
の
遠
浅

降
！
＼
て
今
日
は
無
疵
に
出
と
月

残
る
暑
さ
の
門
の
行
水

？
小
地
頭
の
前
に
並
居
土
萩
薄

終
リ
の
し
れ
ぬ
下
手
の
舞
／
＼

鈴
席
の
拍
子
に
乗
っ
て
口
を
取
ル

代
継
を
祈
ル
九
世
の
観
＇
」
日

佗
人
に
明
ヶ
て
ほ
ど
こ
す
小
袖
櫃

あ
ら
れ
は
ら
め
く
谷
の
笹
原

熊
の
子
の
親
を
尋
ね
て
嗚
て
居
ル

切
ッ
て
附
た
る
廉
の
三
ヶ
月

寒
初
る
囲
炉
裏
普
請
に
取
か
入
り

鶉
の
寵
は
形
が
き
は
ま
る

芭

蕉

支
芭桃桃以扇桃芦雪白淡

車丸雁隣考 考
蕉後先之車隣雁丸雪水

「

此

里

は

」

の

連

句

巻
ー
'
|
i

研

花
散
り
て
靱
は
―
―
葉
に
崩
上
り

春
と
も
い
は
ぬ
火
屋
の
白
幕

良
や
う
／
＼
と
峠
に
か
4

る
雲
震

複
子
の
し
め
る
味
噌
の
曲
物

手
を
書
と
童
に
筆
を
と
ら
せ
け
る

ア
カ
シ
ノ
マ
ッ

明
松
を
廻
す
夜
仕
事

海
少
へ
だ
入
る
水
の
し
は
A

ゆ
き

秋
風
す
ご
し
義
朝
の
墓

そ
ば
切
の
あ
れ
行
儘
に
道
附
て

小
つ
ら
の
に
く
き
衣
人
＼
の
月

さ
ま
人
＼
の
恋
は
馬
刀
貝
忘
レ
只

乞
食
と
成
て
夫
婦
か
た
ら
ふ

さ
し
む
く
る
背
中
の
雪
を
打
は
ら
ひ

き
れ
た
る
弦
を
押
な
ほ
す
弓

名
ゥ
素
湯
一
ッ
御
寺
見
か
け
て
呼
り
け
り

荷
を
負
な
が
ら
牛
は
痣
こ
ろ
ぶ

め
た
／
＼
と
日
向
ク
の
方
の
花
盛
リ

杉

究
閻

浦

正

郎
桃

雪後車之雁蕉考丸鯉先後雪同蕉水 之
鯉
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「
此
里
は
山
を
四
面
や
冬
寵
り
支
老
」
の
発
旬
を
立
旬
と
し
た
こ
の
歌

仙
は
、
元
醐
十
二
年
刊
、
「
東
三
河
白
雪
」
の
詞
著
『
誹
諧
曽
我
』
に
始
め

て
発
表
さ
れ
た
作
品
、
芭
蕉
生
前
に
は
批
に
出
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以

下
考
へ
て
み
る
如
く
、
連
衆
に
初
心
の
人
が
多
く
、
出
来
が
余
り
良
く
な
い

の
で
、
芭
蕉
が
或
ひ
は
発
表
を
許
さ
な
か
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

芭
蕉
は
、
元
緑
四
年
九
月
二
十
八
日
、
近
江
の
無
名
庵
を
立
ち
出
で
4
帰

東
の
途
に
上
り
、
湖
東
平
田
、
美
濃
垂
井
、
大
垣
、
尾
張
熱
田
等
に
そ
れ
ぞ

し
ん
し
つ

れ
旬
を
詠
み
、
俳
諧
を
巷
き
し
て
下
つ
て
行
っ
た
が
、
十
月
下
句
三
河
新
城

に
白
雪
を
訪
ね
て
、
土
地
の
人
々
と
歌
仙
一
一
巻
を
興
行
し
た
。
一
巻
は
白
雪

の
長
子
桃
先
と
、
甥
の
雪
丸
が
共
撰
、
同
じ
く
元
緑
十
二
年
に
上
梓
し
た

『
茶
の
さ
う
し
』
に
み
え
る
「
其
に
ほ
ひ
桃
よ
り
白
し
水
仙
花
」
翁
の
宣
旬

以
下
、
白
雪
、
桃
隣
、
芦
雁
、
支
考
、
以
之
、
扇
車
、
淡
水
、
桃
先
、
桃
後

桃
鯉
、
雪
丸
の
十
二
吟
歌
仙
で
、
他
の
一
巻
は
即
ち
本
巻
で
あ
る
。
本
巻
も

亦
、
支
考
、
淡
水
、
白
雪
、
雪
丸
、
芦
雁
、
桃
隣
、
扇
車
、
以
之
、
桃
先
、

桃
後
、
芭
蕉
、
桃
鯉
の
十
二
吟
で
、
連
衆
は
全
く
同
じ
顔
振
で
あ
る
。
な
ほ

本
巻
は
、
『
誹
諧
曽
我
』
の
他
、
『
桃
の
白
実
』
に
も
出
て
ゐ
る
が
、
両
者

の
異
同
に
つ
い
て
は
本
文
中
に
注
意
す
る
。
芭
焦
の
供
を
し
て
ゐ
る
支
考
、

桃
隣
の
両
人
は
、
十
月
二
十
日
尾
張
熱
田
辺
か
ら
同
道
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ

る
。
芭
蕉
は
熱
田
に
数
日
滞
在
、
江
戸
帰
賄
が
十
一
月
朔
日
放
、
こ
の
新
城
滞

「
此
里
は
」

の

巻

加
の
糸
が
ひ
た
る
石
鉢

念
仏
に
す
4

め
こ
み
た
る
蝶
の
西
笈

叉
幾
度
の
蓋
生
目
出
度

隣先水

留
は
ほ
ん
の
二
、
三
日
程
度
と
思
は
れ
る
。
芭
蕉
は
こ
の
と
含
、
白
雪
の
1

1

人
の
子
供
に
、
桃
先
、
桃
後
の
号
を
与
へ
た
こ
と
は
、
支
考
の
『
笈
日
記
』

に
次
の
や
う
に
見
え
る
。

新
城
は
む
か
し
、
阿
畏
（
註
、
芭
蕉
）
の
逍
悉
せ
し
地
也
。
な
に
が
し

白
雪
と
い
ふ
お
の
こ
、
風
雅
の
子
ふ
た
り
も
ち
侍
る
。
二
人
な
が
ら
い
と

か
し
こ
く
ぞ
侍
る
。
阿
要
も
そ
の
少
年
の
オ
を
よ
み
し
て
、
是
を
桃
先

桃
後
と
名
づ
け
申
さ
れ
し
を
、
支
考
も
名
の
説
を
か
き
て
と
ゞ
め
け
る

也。
其
に
ほ
ひ
桃
よ
り
白
し
水
仙
花

こ
れ
は
水
仙
の
花
を
、
桃
削
栴
後
と
い
へ
る
よ
り
、
か
く
は
い
へ
る
な
る

ぺ
し
。

辰
）

0
発
旬
。
冬
（
冬
籠
り
）
。
〇
冬
籠
。
例
、
「
折
々
に
伊
吹
を

、、

見
て
や
冬
舵
芭
蕉
」
（
『
笈
H
記
』
）
「
金
辟
の
松
の
古
さ
よ
冬
寵
芭
蕉
」

(
『
炭
俵
』
）
。

（
評
）
此
里
。
新
城
。
『
日
本
地
名
大
辞
典
』
に
、
「
愛
知
県
三
河
国
南
設

楽
郡
の
南
部
、
盟
橋
市
の
東
北
約
十
五
粁
、
南
に
は
盟
川
を
距
て
4
．
亦
石
山

脈
に
翫
く
古
生
層
の
弓
張
山
脈
走
り
、
豊
川
は
日
本
の
内
外
両
合
の
境
界
を
な

し
、
本
町
附
近
に
も
河
岸
段
丘
を
作
り
て
西
南
に
至
る
。
此
谷
は
洪
積
層
を

以
て
埋
め
ら
れ
、
新
城
町
は
段
丘
上
に
立
地
す
。
大
体
段
丘
面
は
桑
畑
に
、

段
丘
下
低
地
は
水
田
に
利
用
さ
る
。
本
町
は
伊
那
街
道
に
沿
ひ
：
｀
．
此
地
は

和
名
抄
、
設
楽
郡
賀
茂
郷
の
地
に
当
る
が
如
し
。
新
城
と
は
野
田
新
塞
の
意

此
里
は
山
を
四
面
や
冬
籠
り

支

考
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味
に
し
て
、
も
と
大
野
田
と
い
ひ
し
が
、
野
田
城
が
武
田
勢
に
引
渡
さ
る
4

に
及
び
、
菅
沼
定
広
こ
4

に
新
城
を
築
く
。
新
城
址
は
東
入
舟
に
あ
り
、
南

面
絶
壁
に
て
豊
川
に
望
む
・
・
・
・
豊
川
北
岸
の
地
に
桜
淵
の
名
勝
あ
り
、
前
面

に
は
巨
巌
屹
立
、
断
崖
絶
壁
を
な
し
、
崖
上
は
森
を
隔
て
4
広
漠
た
る
山
野

に
臨
み
、
崖
下
は
深
淵
青
藍
を
湛
へ
、
寄
岩
快
石
乱
立
し
て
実
に
風
呆
絶
呆

の
地
た
り
。
寛
文
二
年
、
時
の
城
主
菅
沼
摂
津
守
定
実
は
臣
下
に
命
じ
て

桜
樹
を
梱
ゑ
し
め
し
よ
り
、
桜
の
名
所
と
な
り
、
桜
涸
と
称
す
る
に
至
れ

り
。
」
と
あ
る
。

発
旬
の
意
味
は
、
こ
の
新
城
の
里
は
、
山
が
四
方
に
あ
っ
て
、
そ
の
盆
地

の
底
の
や
う
な
、
温
暖
な
こ
の
桃
源
境
で
、
図
ら
ず
も
人
々
の
好
意
で
、
我

ら
も
冬
寵
の
仲
間
に
入
れ
て
貰
つ
て
く
つ
ろ
い
で
ゐ
る
事
よ
、
と
芭
蕉
ら
師

弟一
1

人
を
あ
た
4

か
く
迎
へ
て
く
れ
た
新
城
の
人
々
へ
の
支
考
の
挨
拶
が
ふ

く
ま
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
こ
の
時
、
一
向
は
鳳
来
寺
に
参
謹
し
た
が
、
新
城

の
領
主
菅
沼
耕
月
亭
に
も
招
か
れ
て
、
芭
焦
は
そ
こ
で
、
「
京
に
あ
き
て
此

、
、
、

木
が
ら
し
や
冬
住
居
」
の
旬
を
得
た
（
『
き
れ
人
＼
』
『
笈
日
記
』
）
。
こ
の
土

地
の
「
冬
寵
」
や
「
冬
住
居
」
か
、
「
山
を
四
面
に
」
に
し
て
余
程
、
印
象

的
た
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

青

う

て

細

く

け

ぶ

る

炭

謳

淡

水

（釈）

0
脇
旬
。
冬
（
炭
嘔
）
。
〇
宵
う
て
。
「
青
ミ
て
」
（
桃
の
白
実
）
。

0
炭
瞳
炭
焼
の
時
期
は
現
今
で
は
何
時
と
は
限
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
昔

は
農
家
で
冬
寵
の
澗
采
と
し
て
炭
を
焼
い
た
も
の
で
、
沿
革
的
に
冬
の
季
題

と
し
て
今
日
も
残
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
炭
が
冬
で
あ
る
以
上
、
炭
焼
も

炭
甑
も
冬
の
季
題
と
し
て
の
季
感
を
失
っ
て
ゐ
な
い
。

（
評
）
発
句
・
脇
一
体
と
な
っ
て
一
幅
の
某
を
な
す
。
発
句
に
同
じ
く
兼
で

打
添
へ
た
附
方
、
前
旬
の
自
然
の
山
々
に
、
立
ち
の
ぼ
る
煙
を
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
動
き
が
加
へ
ら
れ
た
。

炭
翫
か
ら
鋤
る
煙
の
色
は
、
炭
の
焼
け
エ
合
を
示
し
つ
上
寅
・
黄
渇
．
渇
・

宵
・
薄
浅
黄
と
変
化
し
、
焼
け
終
る
頃
は
透
明
に
な
る
と
い
ふ
。
人
家
の
煙

突
の
そ
れ
と
は
全
く
違
っ
た
感
じ
の
「
青
う
て
細
く
」
け
ぶ
る
煙
を
、
作
者

は
こ
の
連
旬
の
席
か
ら
望
見
し
乍
ら
、
思
ひ
つ
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
こ
の

歌
仙
の
興
行
さ
れ
た
十
月
下
旬
頃
は
冬
に
入
っ
て
、
炭
焼
も
さ
か
ん
に
行
は

れ
て
ゐ
る
こ
ろ
で
あ
る
。
作
者
、
淡
水
は
『
誹
諧
曽
我
』
に
、

坂
井
何
某
か
二
階
座
敷
に
、
今
年
も

か
は
ら
ず
各
々
月
見

箆

士

二
つ
有
事
は
一
1

―

つ

有

り

け

ふ

の

月

淡

水

濃
州
麻
お
1

巣

に

通

ふ

島

や

枇

間

の

屈

送

り

淡

｀

水

と
出
て
を
り
、
こ
の
1

一
人
が
同
人
な
ら
ば
、
美
濃
の
麻
生
の
人
と
い
ふ
事
に

な
る
が
、
こ
の
連
旬
の
脇
旬
を
つ
け
て
ゐ
る
の
を
み
る
と
、
こ
の
歌
仙
は
恐

ら
く
淡
水
亭
で
の
作
と
み
る
の
が
常
識
で
、
淡
水
が
こ
の
歌
仙
の
亭
主
だ
と

す
る
と
、
や
は
り
「
隠
士
」
淡
水
の
方
は
新
城
の
人
な
の
で
あ
ら
う
。
但
し

そ
の
席
の
亭
主
が
、
脇
を
つ
け
な
い
で
第
一
子
を
つ
と
め
て
ゐ
る
例
も
、
『
市

の
庵
』
所
収
、
「
柳
小
折
」
の
巻
か
、
元
緑
七
年
「
閏
五
月
廿
二
日
、
落
柿

舎
乱
吟
」
と
題
し
て
、
芭
焦
発
句
、
洒
堂
脇
旬
、
第
三
去
来
と
つ
ゞ
い
て
を

り
、
又
『
雪
ま
ろ
げ
』
所
収
、
「
御
尋
の
」
の
巻
が
出
羽
新
庄
の
「
風
流
亭

に
て
」
の
歌
仙
に
、
亭
主
風
流
発
旬
、
客
の
芭
蕉
が
脇
旬
を
つ
と
め
て
ゐ
る

例
な
ど
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
淡
水
亭
で
の
興
行
と
は
き
め
ら
れ
な
い
。
或

ひ
は
『
茶
の
さ
う
し
』
所
収
、
「
其
に
ほ
ひ
」
の
巻
、
同
椋
に
白
雪
亭
で
巻

か
れ
た
も
の
で
、
た
ま
た
ま
美
濃
の
淡
水
が
一
座
し
た
の
で
脇
旬
を
つ
け
さ

せ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
い
つ
れ
に
し
て
も
、
淡
水
の
事
が
は
つ
き
り
つ
か
め
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い

ぶ

せ

さ

は

循

一

種

の

旅

を

し

て

白

雪

（釈）

0
第
三
。
冬
（
御
。
千
烏
）
，

0
い
ぶ
せ
さ
。
い
ぶ
せ
き
さ
ま
。

気
が
は
れ
ず
、
う
つ
と
う
し
さ
。

0
一
種
。
用
例
「
風
ふ
る
4
手
蕎
麦

、、一
種
を
我
宿
に
」
（
『
俳
諧
関
相
撲
』
大
和
二
年
刊
）
「
ふ
る
手
な
肴
取
を
い

、、

て
、
か
ば
や
き
一
種
で
呑
あ
か
す
」
（
『
長
町
女
腹
切
』
中
巻
）
。
景
物
ら
し

い
も
の
は
千
烏
だ
け
と
い
っ
た
単
純
き
は
ま
る
旅
の
い
ぶ
せ
さ
。

0
徽

千

烏゚
（
評
）
発
句
脇
句
の
、
山
里
・
冬
寵
り
か
ら
、
海
浜
・
旅
へ
、
静
か
ら
動
へ

と
転
じ
た
。
こ
4
に
冬
の
句
が
一
一
一
旬
続
い
て
ゐ
る
の
は
珍
ら
し
い
。

．
附
合
は
、
千
烏
ば
か
り
の
海
路
の
旅
を
し
て
来
た
目
に
は
、
炭
甑
の
煙
が

目
新
し
く
写
る
。
冬
の
船
路
の
旅
か
ら
山
腹
の
炭
や
き
の
煙
を
な
が
め
て
、

し
ば
し
感
慨
に
ふ
け
つ
て
ゐ
る
鉢
。
所
謂
逆
附
的
な
附
方
で
あ
る
。
作
者
、

太
田
白
雪
は
寛
文
元
年
一
1

一
月
五
日
生
れ
、
幼
名
を
平
九
郎
と
云
ひ
、
の
ち
金

左
ヱ
門
長
孝
と
称
し
た
。
叉
、
密
雲
峰
・
有
髪
散
人
と
も
号
し
た
。
祖
父
元

補
ほ
医
で
土
地
の
名
望
家
、
父
は
蒲
平
太
重
長
と
い
ひ
、
子
孫
代
々
庄
屋
を

っ
と
め
、
升
屋
と
号
し
た
。
白
雪
の
墓
は
新
城
町
永
住
寺
に
あ
り
、
享
保
二

十
年
六
月
七
日
、
七
十
五
で
歿
し
た
事
を
誌
し
て
ゐ
る
。
こ
の
芭
蕉
の
新
城

曳
杖
の
と
き
は
、
白
雪
三
十
一
オ
の
時
に
当
る
か
ら
、
そ
の
二
子
の
桃
先
、

桃
後
と
も
ま
だ
幼
少
で
、
弟
の
桃
後
は
こ
の
と
き
十
一
オ
と
思
は
れ
る
か
ら

兄
の
桃
先
も
十
二
、
三
才
位
で
あ
ら
う
か
。
と
に
か
く
白
雪
の
一
族
は
文
学

に
心
を
よ
せ
る
人
が
多
か
っ
た
と
見
え
て
、
『
俳
諧
曽
我
』
に
、

ゆ
る
ぎ
出
る
芥
形

か
し
こ
く
も
ま
た
の
に
く
ゞ
る
相
撲
哉

ぬ
の
で
詳
し
く
は
考
へ
得
な
い
。

先
彊
平
太重

長

重
長
晨
子

時

宗

が

相

撲

と

ら

ぬ

は

哀

な

り

白

雪

桃

先

其

子

兼
房
が
鷲
尾
し
か
る
す
ま
ふ
か
な

桃

後

其

弟

親
の
子
で
あ
れ
が
相
撲
も
手
ば
し
こ
い

灸
方
従
弟

さ

ぶ

／

＼

と

茶

漬

て

出

ル

ヤ

関

相

撲

千

鷹
溝
方
い
と
こ

二

百

石

取

ッ

て

投

出

す

相

撲

か

な

桃

鯉

と
一
門
の
連
衆
が
顔
を
並
べ
て
ゐ
る
。
父
重
長
の
句
は
『
茶
の
さ
う
し
』
や

『
き
れ
卜
＼
』
に
も
出
て
ゐ
る
が
、
こ
4
に
見
え
る
桃
先
、
桃
後
の
句
は
い

づ
れ
も
幼
く
、
子
供
ら
し
い
作
で
あ
る
。
桃
先
の
墓
は
「
東
林
放
牛
1

一
代
太

田
金
左
ェ
門
重
英
」
と
あ
り
、
享
保
十
年
二
月
十
日
、
父
白
雪
に
さ
き
だ
っ

て
歿
し
た
ら
し
い
。
初
め
新
四
郎
と
い
ひ
、
元
緑
十
1

)

年
、
酢
届
雪
丸
と
共

撰
で
『
茶
の
草
子
』
を
出
版
し
た
。
桃
後
の
こ
と
は
白
雪
の
次
子
で
、
半
四

郎
と
称
し
た
こ
と
以
外
不
明
。
白
雪
は
郷
土
史
の
研
究
に
専
念
し
て
ゐ
た
ら

し
く
、
野
田
別
天
楼
氏
の
「
蕉
門
珍
書
百
種
」
の
『
三
河
小
町
』
の
解
題
に

よ
る
と
、
『
三
河
国
名
所
詩
歌
連
俳
目
録
』
、
『
新
城
雑
旧
記
』
、
『
大
野
沢
聞

書
』
、
『
新
城
聞
書
』
、
『
狼
案
内
』
、
『
順
礼
歌
抄
』
、
『
三
河
観
音
道
場
来
歴
』
、

『
鳳
来
寺
行
脚
』
、
『
題
し
ら
ず
』
、
『
ひ
な
あ
そ
び
』
等
、
多
く
の
編
著
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
俳
諧
の
方
面
で
は
、
『
誹
諧
曽
我
』
（
元
緑
十
二
年
刊
）
、

『
き
れ
ん
＼
』
（
元
藤
十
四
年
刊
）
、
『
三
河
小
町
』
（
元
祗
十
五
年
刊
）

の
一
一
一
部
の
撰
集
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
支
考
の
『
南
無
俳
諧
』
（
宝
永
四
年

刊
）
の
「
俳
諧
末
来
経
」
に
、
「
．．．． 
瑚
東
の
許
六
は
其
作
に
お
か
し
ミ
を

得
た
る
人
也
。
ミ
つ
か
ら
菊
阿
仏
と
称
し
て
、
門
人
＾
す
へ
て
阿
羅
漠
也
け

り
。
国
／
＼
、
其
風
流
を
学
ふ
も
の
ハ
、
三
河
に
白
雪
と
い
ふ
も
の
あ
り
て

蕉
門
の
か
た
は
し
に
作
者
の
た
ま
し
ゐ
を
得
て
、
撰
集
に
人
を
お
と
ろ
か
さ

す
と
い
ふ
事
な
し
。
彼
か
俳
諧
ハ
き
れ
ー
ヽ
集
に
つ
き
て
、
其
年
の
歳
旦
に

＾
そ
こ
の
門
人
の
俗
名
、
俳
名
は
か
り
一
枚
に
書
な
ら
へ
て
、
其
後
＾
有
無
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の
便
な
し
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。
支
考
は
、
芭
蕉
の
供
を
し
て
こ
の
時
、
白
雪

を
訪
間
し
て
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
間
柄
だ
の
に
、
こ
の
や
う
に
害
い
て
ゐ
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
白
雪
は
元
録
十
五
年
頃
か
ら
以
後
、
余
り
支
考
な
ど
と
は

連
絡
が
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
と
に
か
く
、
芭
蕉
を
む
か
へ
た
冬
は
、
白

雪
に
と
つ
て
印
象
深
い
も
の
だ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
か
ら
八
年
も
経
っ
た
後

の
書
『
誹
諧
曽
我
』
に
、

一
と
せ
翁
に
宿
ま
い
ら
せ
て

五

六

升

雪

の

ほ

し

さ

や

庭

の

松

白

雪

の
旬
を
掲
げ
て
往
事
を
偲
ん
で
ゐ
る
。
芭
蕉
は
こ
の
と
き

鳳
末
か
阪
下
の
吟

木

か

ら

し

に

岩

吹

と

か

る

杉

間

哉

桃

青

麓
の
門
谷
に
一
宿
し
て

夜

辛

竺

つ

祈

り

出

だ

し

て

旅

寝

か

な

同

の
二
旬
の
あ
り
し
事
は
、
白
雪
自
筆
稿
本
『
三
河
国
名
所
詩
歌
連
俳
目
録
』

や
『
笈
日
記
』
、
『
泊
船
集
』
に
も
見
え
る
。
「
木
か
ら
し
に
」
の
旬
は
『
笈

日
記
』
に
は
「
お
な
し
比
（
註
、
特
泊
亭
3

句
と
）
、
鳳
来
守
に
参
寵
し
て
」

と
の
前
書
が
つ
い
て
ゐ
る
。
「
夜
箔
一
っ
」
の
旬
の
方
は
、
『
茶
の
草
子
』

ヽ
、
、
、
、
、
、
、

に
、
「
み
か
は
の
国
、
鳳
来
寺
に
詣
る
道
の
辺
よ
り
、
例
の
や
ま
ひ
起
り
て

ふ
も
と
の
宙
に
一
夜
あ
か
す
と
て
」
と
前
書
し
て
出
て
ゐ
て
、
こ
の
時
芭
蕉

の
健
康
も
余
り
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
こ
の
巻
の
不
出
来

も
そ
ん
な
こ
と
に
―
つ
の
原
因
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
同
じ
句
を
『
白

眼
』
に
は
、
「
一
と
せ
芭
蕉
此
山
に
の
ほ
り
て
、
日
を
く
れ
、
麓
の
門
谷
に

一
宿
、
白
雪
心
し
て
山
に
云
や
り
、
臥
具
か
り
も
と
め
て
、
夜
寒
を
労
る
あ

し
た
」
と
、
そ
の
雲
の
揺
者
轍
士
が
記
し
て
ゐ
る
。

波
に
飛
込
船
の
遠
淡

降
／
＼
て
今
日
は
無
疵
に
出
Je

月

（釈）

0
初
表
五
旬
目
。
秋
（
月
）
。
月
の
座
。

0
無
疵
に
出
ル
月
。
雲
切
ひ
と
つ
な
い
と
も
と
れ
る
し
、
ま
ん
ま
る
い
月

、
、
、
、
、
、

と
も
と
れ
る
。
但
し
、
「
無
疵
に
て
ら
す
三
五
夜
の
月
江
雲
」
「
つ
も
り

見
る
古
人
の
心
弐
千
貰
松
意
」
（
『
虎
淡
の
橋
』
廷
宝
六
年
刊
）
。
之
ら
の

用
例
か
ら
も
満
月
の
益
と
と
つ
て
よ
か
ら
う
か
。

（
評
）
「
降
り
／
＼
て
」
と
雨
ば
か
り
で
、
こ
の
と
こ
ろ
幾
晩
か
姿
を
現
は

さ
な
か
っ
た
月
が
、
今
日
は
美
し
い
満
月
と
な
っ
て
照
り
か
ゞ
や
い
て
ゐ

る
。
前
旬
を
夜
分
の
こ
と
A

し
、
月
に
照
ら
さ
れ
乍
ら
、
舟
か
ら
波
に
と
び

こ
み
上
陸
す
る
さ
ま
と
見
か
へ
た
。
前
旬
を
漁
村
の
船
泊
き
と
見
立
て
た
の

で
あ
る
。
作
者
、
芦
雁
の
こ
と
未
詳
。

芦

雁

（
釈
）
初
表
四
句
目
。
雑
゜

（
評
）
棧
橋
の
な
い
遠
浅
の
船
着
場
。
旅
人
は
波
の
合
間
を
は
か
り
／
＼
、

裾
を
か
ら
け
て
舷
か
ら
下
り
る
。
前
旬
を
冬
の
船
旅
と
見
て
、
遠
浅
に
波
に

と
び
こ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
な
、
棧
橋
と
て
な
い
へ
ん
び
な
海
岸
を
も
ち
出

し
た
。
作
者
、
酢
屋
雪
丸
は
桃
後
と
共
に
『
茶
の
草
子
』
（
元
藤
十
二
年
刊
）

を
上
梓
し
た
人
で
あ
る
。
そ
の
謬
累
の
路
通
の
序
文
に
「
東
参
河
新
城
住
人
、

酢
屋
雪
丸
、
新
四
郎
桃
先
お
も
ひ
出
し
岡
と
む
る
句
を
集
て
：
：
」
と
あ
り

告
丸
の
号
か
ら
す
る
と
、
白
雪
の
門
人
ら
し
く
、
文
阿
訛
軒
の
俳
書
目
に
本

古
の
撰
者
に
雪
丸
だ
け
を
あ
げ
て
ゐ
る
の
は
、
桃
先
が
な
ほ
若
か
っ
た
4

め

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

雪

丸
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（釈）

0
初
裏
一
旬
目
。
折
立
。
秋
（
萩
。
薄
）
゜

0
小
地
顕
。
知
行

万
石
以
上
の
領
主
（
大
名
）
に
対
し
、
万
石
末
満
の
旗
本
・
御
家
人
を
地
頭

と
称
し
た
。
多
く
の
場
合
江
戸
常
住
で
在
同
出
来
ず
、
そ
の
代
官
が
支
配
し

た
。
そ
の
代
官
、
年
寄
、
用
人
な
ど
を
小
地
頭
と
云
っ
た
。

（
評
）
前
旬
の
門
口
で
行
水
し
て
ゐ
る
人
物
を
小
地
頭
と
見
据
ゑ
た
の
で
あ

ら
う
。
萩
や
薄
が
行
水
の
ま
へ
に
生
え
て
ゐ
る
が
、
そ
の
萩
や
薄
を
擬
人
化

し
て
面
白
く
、
前
に
並
居
る
と
云
っ
た
。
小
地
頭
、
元
来
は
朦
領
地
頭
叉
は

惣
地
頭
に
対
す
る
名
称
で
、
そ
の
配
下
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
旬
の
場

小
地
頭
の
前
に
並
居
JC

萩
薄

（釈）

0
初
表
六
旬
目
。
折
端
。
秋
（
残
る
暑
さ
）
。
〇
門
か
ど
。

『
猿
簑
』
「
市
中
」
の
巻
「
あ
っ
し
／
＼
と
門
々
の
声
」
。

0
行

水

。

夏

の
季
と
思
ひ
易
い
が
、
当
時
は
「
昼
寝
」
な
ど
4
同
じ
く
無
季
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
「
行
水
も
日
ま
ぜ
に
な
り
ぬ
虫
の
声
来
山
」
（
『
続
今
宮
攻
』
）
｀
「
行

水
の
捨
所
な
き
虫
の
声
鬼
貰
」
（
『
鬼
貰
句
選
』
）
、
「
行
水
や
汗
も
埃
も
夕

祓
セ
圃
」
（
『
古
選
』
）
、
「
夕
顔
や
行
水
捨
る
垣
あ
か
り
惟
中
」
（
『
恒
誠
』
）
、

「
蝙
蝠
や
行
水
の
湯
を
空
へ
う
つ
存
義
」
（
『
旬
鑑
』
）
、
「
行
水
の
醒
て
と
A

く
や
杜
若
洞
爺
」
（
『
鶉
立
』
）
等
、
す
べ
て
他
の
季
語
を
ふ
く
ん
で
を
り
、

「
行
水
」
は
季
語
に
な
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

（
評
）
月
光
下
、
行
水
に
残
暑
の
汗
を
落
す
景
。
場
面
を
農
村
に
転
じ
た
。

雨
が
睛
れ
き
つ
て
、
残
暑
の
暑
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
雨
の
間
は
涼
し
か

っ
た
が
、
雨
が
あ
が
る
と
、
や
は
り
残
暑
が
き
び
し
い
。

残
る
薯
さ
の
門
の
行
水

扇

車
桃

瞬

終
リ
の
し
れ
ぬ
下
手
の
舞
／
＼

（
墨

0
初
邑
一
旬
目
。
雑
。

0
舞
l
＼
幸
若
舞
を
い
ふ
。
今
日
見
物

し
て
も
、
す
こ
ぶ
る
単
調
で
退
屈
極
ま
る
悠
長
な
も
の
で
あ
る
。

（
評
）
前
旬
の
萩
薄
を
、
今
度
は
小
地
頭
の
舞
々
見
物
陪
観
を
許
さ
れ
た

（
実
は
有
難
迷
惑
な
）
地
方
百
姓
衆
に
見
立
て
た
。
前
旬
、
秋
だ
か
ら
秋
祭

の
余
興
か
も
知
れ
ぬ
が
、
と
に
か
く
上
手
な
舞
々
で
も
か
う
か
し
こ
ま
つ
て

見
た
、
ん
じ
や
あ
つ
ま
ら
ぬ
が
、
お
ま
け
に
そ
れ
が
ノ
ン
ベ
ソ
ゞ
ク
ラ
リ
の
、
い

つ
果
て
る
と
も
知
れ
ぬ
下
手
糞
と
来
で
ゐ
る
。
あ
さ
足
も
し
び
れ
て
来
た
。

あ
く
び
も
出
か
4

る
。
早
く
す
ま
な
い
か
な
あ
。
作
者
、
以
之
は
『
新
選
俳

諧
年
表
』
（
平
林
・
大
酉
両
氏
著
）
に
「
宝
暦
九
年
七
月
十
三
日
歿
、
丹
羽

氏
、
名
能
少
。
千
烏
雁
と
号
す
。
尾
張
人
。
支
考
門
八
哲
の
一
な
り
。
絵
を

能
す
」
と
あ
る
。

鈴
馬
の
拍
子
に
乗
っ
て
口
を
取
ル

雑。

0
鈴
馬
。

鈴
つ
け
た
馬
。
肯
道
筋
の
駅

（
評
）
前
旬
を
門
付
の
舞
々
と
や
っ
し
て
、
様
子
を
一
変
し
て
指
道
筋
の
景

を
つ
け
た
。
馬
の
口
に
つ
け
た
鈴
の
音
を
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
拍
子
に
の
つ

て
の
ん
び
り
歩
く
烏
と
焉
子
。
駄
荷
か
乗
懸
か
。
舞
々
の
単
調
な
調
子
と
馬

の
鈴
。
何
か
ゆ
っ
た
り
し
た
ハ
ー
モ
ニ
イ
を
な
し
て
居
る
。

（釈）

0
初
裏
一
一
一
旬
目
。

烏
で
あ
ら
う
。

合、

以

之

「
小
」
を
文
字
通
り
「
小
」
に
と
つ
て
面
白
味
が
出
る
と
思
ふ
。
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、
、
、

（釈）

0
初
裏
五
旬
目
。
雑
。

0
明
て
ほ
ど
こ
す
。
「
明
ヶ
て
は
取
ら
す
」

（
桃
の
白
実
）
。
〇
佗
人
。
ワ
ビ
ピ
ト
。
『
冬
の
日
』
「
狂
句
こ
が
ら
し

の
」
の
歌
仙
前
書
に
「
笠
は
長
途
の
雨
に
ほ
こ
ろ
び
紙
衣
ほ
と
ま
り
／
＼
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
ら
し
に
も
め
た
り
佗
つ
く
し
た
る
わ
び
人
我
さ
へ
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
け
る

云
々
」
と
あ
る
。

P
a
g
e
s
の

D
i
c
t
i
o
n
n
a
i
r
e
J
 a
p
o
n
a
i
s
 ,
 
F
r
a
n
p
i
s
 /J. 

佗
人
に
明
ヶ
て
ほ
ど
こ
す
小
袖
櫃

代
継
を
祈
ル
九
世
の
観
音

芭

蕉

（釈）

0
初
裏
四
旬
目
。
雑
。

0
代
継
よ
っ
ぎ
。
家
督
相
続
の
男
子
出

生
を
祈
る
の
で
あ
ら
う
。
「
世
継
を
い
の
る
」
（
桃
の
白
実
）
。
〇
九
世
の

観
音
。
九
世
渡
1
1
九
世
戸
。
丹
後
天
の
橋
立
の
観
音
で
あ
ら
う
か
。
そ

れ
に
し
て
は
、
桃
後
の
や
う
な
子
供
の
頭
に
、
巨
離
的
に
少
々
遠
す
ぎ
る
か

ら
、
何
か
新
城
附
近
に
で
も
九
批
の
観
音
と
称
す
る
名
高
い
観
音
で
も
あ
っ

た

も

の

か

。

．

（
評
）
打
越
か
ら
場
面
転
じ
て
。
駅
馬
の
鈴
の
音
を
き
4
な
が
ら
、
旅
を
し

て
、
は
る
ば
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
観
音
さ
ま
に
お
祈
り
に
ゆ
く
。
お
世
嗣
が

出
来
な
け
れ
ば
お
家
は
断
絶
す
る
。
太
田
半
四
郎
の
桃
後
は
歿
年
不
詳
だ
が

轍
士
の
『
白
限
ゎ
た
ち
第
二
』
（
元
祗
五
年
刊
）
の
桃
後
の
旬
、
「
卯
の
花
を

う
ち
つ
け
な
が
ら
涅
哉
」
に
、
轍
士
が
「
ひ
か
れ
ぬ
足
に
濁
す
夏
川
」
と

脇
を
つ
け
、
「
白
雪
が
子
、
十
ニ
オ
の
即
興
也
。
余
に
艶
し
く
覚
て
脇
に
及

び
し
」
と
添
書
し
て
ゐ
る
の
に
よ
る
と
、
こ
の
連
旬
の
成
っ
た
元
課
四
年
は

彼
十
一
オ
の
と
き
に
当
る
。
余
り
に
も
幼
な
す
ぎ
る
が
、
代
作
で
ほ
な
い
の

で
あ
ら
う
か
。

桃

後

桃

隣

W
a
b
i
b
i
t
o
,
 H
o
m
m
e
 triste, 
p
a
u
v
r
e
 et 
m
i
s
e
r
a
b
l
e
.
 
と
あ
る
。
悲
し

く
、
貧
乏
で
可
哀
相
な
人
、
と
い
ふ
。
俳
諧
で
は
『
冬
の
日
』
の
や
う
に
、

も
っ
と
風
狂
的
な
意
味
に
使
ふ
が
、
こ
4
ほ
．
〈
ジ
エ
ス
の
原
義
の
通
り
で
あ

ら
う
。

0
小
袖
櫃
小
袖
は
、
も
め
ん
の
綿
入
れ
を
「
ぬ
の
こ
」
と
い
ふ
に

対
す
る
言
葉
で
、
絹
の
綿
入
れ
を
云
ふ
。
そ
れ
を
入
れ
て
お
く
櫃
。
大
き
な

櫃
で
あ
る
。

（
評
）
前
旬
の
人
物
の
下
向
の
途
次
。
神
詣
の
か
へ
り
に
、
貧
し
い
人
に
ほ

ど
こ
し
も
の
を
す
る
気
持
良
さ
。

（釈）

0
初
裏
六
旬
目
。
冬
（
あ
ら
れ
）
。
〇
は
ら
め
く
。
「
ほ
ら
つ
く
」

（
桃
の
白
実
）
。
「
は
ら
め
く
」
は
或
は
ば
ら
め
く
と
発
音
す
る
の
か
と
も

思
ほ
れ
る
が
、
パ
ジ
ェ
ス
に
〈
ラ
メ
ク
の
み
あ
っ
て
．
〈
ラ
メ
ク
の
語
が
見
え

な
い
。
は
ら
9
¥、
と
音
た
て
4
降

る

。

．

（
評
）
谷
の
笹
原
に
立
つ
佗
人
の
庵
。
前
旬
の
人
物
の
場
所
を
想
定
し
た
の

で
あ
ら
う
。
あ
ら
れ
が
は
ら

l
＼
降
つ
て
、
い
か
に
も
寒
々
し
た
笹
原
の
桑

で
あ
る
。
雑
の
句
が
四
旬
つ
ゞ
い
た
の
で
冬
を
出
し
た
。
丁
度
寒
い
頃
に
巻

い
て
る
の
で
ど
う
し
て
も
冬
の
句
が
出
た
が
る
。

熊
の
子
の
親
を
尋
ね
て
嗚
て
居
ル

（釈）

0
初
襄
七
句
目
。
冬
（
熊
の
子
）
。

（
評
）
今
日
で
こ
そ
熊
は
本
州
で
は
丹
波
•
紀
伊
よ
り
東
北
部
の
山
奥
、
九

カ
ク
ム
キ

州
で
は
大
分
宮
崎
の
県
境
、
本
谷
山
・
傾
山
の
辺
だ
け
に
し
か
居
ら
ぬ
が
、

あ
ら
れ
は
ら
め
く
谷
の
笹
原

支

考
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（釈）

0
初
裏
八
句
目
。
秋
（
三
ヶ
月
）
。
月
の
定
座
。

0
切
ッ
て
附
た

る
。
何
か
か
ら
切
り
抜
い
て
来
て
と
つ

4
け
た
様
な
の
意
。

0
庵

。

ア

y
と
よ
む
。

（
評
）
冬
の
旬
か
ら
秋
の
旬
へ
、
季
戻
り
で
あ
る
。
少
し
無
理
な
附
方
だ
が
、

こ
4

が
芭
蕉
蹄
代
の
月
の
定
座
だ
か
ら
、
仕
方
な
し
に
一
―
―
ヶ
月
を
出
し
た
。

―
―
―
ヶ
月
は
秋
の
季
感
と
は
、
離
れ
て
も
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
之
で
逃
げ
た
の

で
あ
る
。
親
を
尋
ね
る
熊
の
仔
の
喘
き
声
。
澄
み
き
っ
た
夜
気
。
夜
空
に

冴
え
渡
つ
て
ゐ
る
三
ヶ
月
は
、
庵
も
ろ
共
に
、
ま
る
で
芝
居
の
書
割
り
で
も

見
て
ゐ
る
み
た
い
だ
。
「
佗
人
に
」
の
旬
以
後
、
場
の
進
展
に
乏
し
く
渋
滞

の
感
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
。
も
っ
と
転
じ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。
叉
‘
-
＝
一
ヶ
月
は
、

熊
の
月
の
輪
な
ど
の
連
想
で
あ
ら
う
か
。

切
ッ
て
附
た
る
流
の
一
―
―
ヶ
月

芦

雁

当
時
は
も
っ
と
広
く
模
息
し
て
ゐ
た
。
『
両
吟
一
日
千
句
』
―
―
-
（
延
宝
七
年
）

に
「
欄
の
山
熊
し
や

l
＼
と
い
ひ
立
て
友
雪
」
「
は
ら
の
痛
み
や
く
た

る
滝
波
西
躊
一
。
『
折
つ
A

じ
』
「
蝙
な
ら
ぶ
」
の
歌
仙
（
元
緑
四
年
）

に
「
畑
の
中
に
落
る
い
な
つ
ま
去
来
」
「
崩
れ
井
に
熊
追
落
す
夕
月
夜

翁
」
な
ど
あ
り
、
熊
を
実
見
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
熊

の
交
尾
期
は
六
、
七
月
頃
で
、
七
ヶ
月
に
し
て
一
仔
を
産
む
。
仔
は
冬
、
山

中
の
穴
の
中
で
産
れ
、
授
乳
せ
ら
れ
、
雪
解
と
共
に
毅
と
一
緒
に
穴
を
出
て

く
る
。
そ
の
熊
の
仔
が
親
を
探
し
て
な
い
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
の
で
、
前
旬
の

荒
涼
た
る
兼
に
、
愛
敬
あ
る
熊
の
仔
の
な
ぎ
声
を
点
出
し
た
。
「
嗚
て
居

fv
」
と
い
ふ
口
語
調
も
図
体
の
大
き
い
く
せ
に
か
は
い
上
熊
の
仔
の
か
ん
じ

を
よ
く
出
し
て
ゐ
る
。

秋
（
寒
初
る
）
。
〇
普
請
。

（釈）

0
初
裏
九
旬
目
。

作
位
の
意
。

（
評
）
前
旬
庵
の
内
部
に
目
を
転
じ
た
。
秋
も
深
く
肌
寒
い
頃
と
も
な
っ
て

や
が
て
間
近
い
冬
の
準
備
に
囲
炉
裏
の
迭
作
に
取
か
4

る
。
前
旬
の
「
切
ッ

て
附
た
る
」
と
い
ふ
月
の
鮮
や
か
た
感
じ
に
、
秋
も
い
よ

l
¥`
深
く
な
っ
た

感
じ
を
見
取
っ
た
の
で
あ
る
。

（釈）

0
初
裏
十
旬
目
。
秋
（
鶉
の
寵
）
゜

0
鶉
の
寵
。
「
鶉
寵
棚
の

鼓
に
並
び
け
り
召
波
」
（
『
春
泥
発
句
集
』
）
。
鶉
合
せ
の
鶉
の
烏
寵
、
丈

低
く
方
形
で
あ
っ
た
と
い
う
。
召
波
の
旬
も
鼓
の
丸
と
の
対
比
の
面
白
さ

か
。
『
嬉
遊
笑
覧
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
ほ
じ
め
て
慶
長
寛
永
の
頃
流
行
し
、

ま
た
明
和
安
永
に
再
び
盛
行
。
鳥
寵
に
贅
美
を
尽
し
た
と
あ
る
。
『
色
音
論

』
の
記
事
や
『
犬
子
集
』
に
「
籠
も
ち
つ
れ
て
か
へ
る
さ
の
袖
」
「
暮
る
よ

り
鶉
合
や
み
て
ゐ
ら
ん
」
と
見
え
る
の
心
そ
の
流
行
の
あ
と
を
示
し
て
ゐ

る
。
鶉
は
早
邸
よ
く
喘
く
の
で
、
朝
早
く
か
ら
鶉
合
の
会
が
あ
っ
た
ら
し
く

そ
の
鳥
寵
は
、
明
和
頃
に
は
金
銀
を
鍍
め
、
贅
を
つ
く
し
た
と
い
ふ
。

0
き

は
ま
る
き
ま
る
。
き
ま
つ
て
ゐ
る
。

（
評
）
前
旬
を
楽
隠
届
と
見
据
ゑ
て
、
数
奇
者
の
部
屋
の
態
を
つ
け
た
。
鶉

合
せ
の
た
め
に
、
鶉
寵
の
手
入
を
し
、
そ
れ
を
眺
め
つ

4
満
足
し
て
ゐ
る
分

限
者
の
姿
で
あ
る
。

鶉
の
籠
は
形
が
き
は
ま
る

ひ
ぇ寒
初
る
囲
炉
裏
普
請
に
取
か
A

り

扇

車

)
の
場
合
、
造

雪

丸

62' 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



春
と
も
い
は
ぬ
火
屋
の
白
幕

花
散
り
て
叙
は
二
葉
に
崩
上
り

桃

鯉

（釈）

0
初
裏
十
一
句
目
。
春
（
花
）
。
花
の
定
座
。

0
二
葉
に
崩
上
り
。

「
二
葉
の
崩
上
る
」
（
桃
の
白
実
）
。

（
評
）
前
旬
の
部
屋
か
ら
眺
め
や
ら
れ
る
田
園
風
最
に
転
じ
た
。
桜
の
花
が

い
つ
の
ま
に
か
散
つ
て
し
ま
つ
て
、
う
つ
か
り
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
は
や
苗

代
が
ラ
イ
ト
・
グ
リ
ー
ン
に
変
っ
た
。
初
裏
十
一
句
目
、
こ
4
は
花
の
定
座

で
、
こ
の
花
を
零
す
（
こ
ぼ
す
）
の
は
嫌
ふ
。
と
こ
ろ
で
前
句
は
鶉
寵
で
秋

の
旬
だ
が
、
こ
4
で
是
非
花
を
詠
み
込
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
難
か
し
い
と
こ

ろ
。
幸
ひ
、
鶉
と
い
ふ
烏
ほ
、
『
和
漠
三
オ
図
会
』
に
も
、
「
凡
春
二
、
一
―
―

月
始
ー
ァ
嗚
キ
、
翌
ご
亡
ノ
種
一
止
i

声
ヲ
、
六
月
叉
更
発
い
声
ヲ
、
至
T

中

秋
-
I
l

止
1

声

9」
と
見
え
る
ご
と
く
、
春
二
、
―
―
一
月
頃
か
ら
嗚
く
烏
な
の
で

こ
の
句
は
前
旬
を
春
の
句
に
見
直
し
、
春
の
季
節
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。

「
靱
ふ
せ
て
そ
れ
か
ら
遊
ぶ
花
の
険
支
考
」
（
『
住
吉
物
語
』
）
の
旬
な

ど
に
よ
る
と
、
苗
代
の
播
種
を
了
つ
て
、
そ
れ
か
ら
花
見
に
遊
ぶ
田
園
風
兼

が
偲
ば
れ
る
。
こ
の
附
旬
は
、
右
の
支
考
の
旬
よ
り
、
更
に
夏
に
近
づ
い
て

ゐ
る
。

（釈）

0
初
裏
十
二
旬
目
。
折
端
。
春
（
春
と
も
い
は
ぬ
）
。
〇
火
屋
。

ヒ
ャ
。
火
葬
場
、
焼
き
場
の
こ
と
。
古
く
は
『
和
泉
式
部
集
』
に
「
ひ
や
と

い
ふ
も
の
を
作
る
を
憐
れ
と
思
ひ
て
、
帰
り
て
の
夜
月
を
見
る
。
あ
は
れ
こ

、、

の
月
こ
そ
曇
れ
迂
見
つ
る
ひ
や
の
姻
は
今
や
立
つ
ら
ん
」
。
『
大
坂
檀
林
桜
千

、

、

、

、

、

、

旬
』
九
に
「
一
筋
に
花
の
浮
羹
か
た
し
幕
益
翁
」
「
火
屋
あ
ら
た
む
る
野

以

之．

（釈）

0
名

残

表

一

句

目

。

折

立

。

春

（

霞

）

。

＇

（
評
）
や
う
／
＼
と
。
前
旬
「
春
と
も
い
ほ
ぬ
」
に
附
く
。
「
ほ
の
ぽ
の
と

春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
天
の
香
久
山
霞
た
な
び
く
」
と
い
ふ
風
情
で
あ

る
。
之
で
「
花
散
り
て
」
以
下
、
春
が
一
11
旬
つ
ゞ
い
た
。
旅
び
と
が
や
っ
と

こ
さ
と
峠
に
さ
し
か
4

つ
た
、
の
意
か
。
や
う
や
く
峠
に
霞
の
か
4
る
気
節

に
な
っ
た
、
と
い
ふ
の
か
、
こ
の
表
現
で
は
至
極
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
や

っ
と
峠
に
さ
し
か
4

つ
て
、
麓
を
眺
め
る
と
、
彼
方
の
村
里
の
火
届
に
白
幕

が
張
つ
て
あ
る
の
が
見
え
る
。
前
旬
を
遠
望
と
み
た
の
で
あ
ら
う
。

名
ゃ
ぅ
l
＼
と
峠
に
か
4
る
雲
霞

淡

水

へ
の
下
崩
本
秋
」
、
火
屋
に
は
白
幕
を
は
っ
た
も
の
。

（
評
）
無
常
の
句
。
前
旬
の
「
花
散
り
て
」
の
落
花
に
無
常
を
見
取
っ
た
も

の
か
。
春
と
も
い
は
ぬ
。
新
緑
崩
る
中
に
白
幕
。
火
塁
の

．．．． 
で
な
か
つ

た
ら
本
当
に
春
ら
し
い
眺
め
だ
。
「
春
日
野
の
若
菜
つ
み
に
や
白
妙
の
袖
ふ

り
は
へ
て
人
の
ゆ
く
ら
ん
」
と
い
ふ
様
な
と
こ
ろ
だ
の
に
。
「
年
六
十
に
余

つ
て
火
屋
へ
片
足
踏
込
ん
で
」
（
五
十
年
忌
歌
念
佛
）
な
ど
と
あ
る
は
、

「
棺
桶
へ
片
足
踏
込
む
」
と
同
じ
意
。
焼
場
に
白
幕
が
張
つ
て
あ
る
の
は
、

誰
か
人
死
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
春
は
万
物
生
成
の
と
き
だ
の
に
、
死
ば
か
り

は
遠
慮
が
な
い
。
凡
そ
春
と
正
反
対
の
風
物
。
前
旬
の
晩
春
か
ら
初
夏
へ
移

る
季
節
の
感
じ
に
ち
と
異
な
も
の
を
持
ち
出
し
て
人
々
を
驚
か
し
た
。
作
者

の
桃
鯉
は
『
俳
諧
曽
我
』
に
よ
る
と
、
白
雪
の
「
母
方
の
い
と
こ
」
に
あ
た

り
、
元
文
元
年
、
白
雪
一
周
忌
追
善
集
『
雪
な
し
月
』
を
上
梓
し
て
ゐ
る
。

そ
の
自
著
に
は
、
「
予
が
伯
斑
な
る
も
の
は
白
雪
妻
也
」
と
自
ら
記
し
て
ゐ

る
か
ら
、
白
雪
と
の
問
に
重
緑
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
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（釈）

0
名
残
表
二
句
目
。
雑
。

0
複
子
。
プ
ク
ス
。
禅
宗
僧
霙
水
の
持

つ
風
呂
敷
包
の
こ
と
。
複
ほ
柏
。

0
曲
物
。
マ
ゲ
モ
ノ
。
曲
物
ほ
館
物
（
ワ

ゲ
モ
ノ
）
、
檜
や
杉
な
ど
の
薄
い
材
を
舘
げ
て
作
っ
た
円
形
の
器
で
、
合
目

は
樺
、
桜
な
ど
の
皮
の
細
く
切
っ
た
の
で
綴
ぢ
る
。
味
噌
の
小
売
容
器
と
し

て
蓮
葉
を
使
う
仕
出
し
が
「
こ
の
利
発
世
上
に
見
習
ひ
、
是
に
つ
4
ま
ぬ
国

も
な
し
」
と
特
筆
さ
れ
た
頃
（
日
本
永
代
蔽
、
六
の
「
銀
の
な
る
木
は
門
口

の
柊
」
）
で
あ
る
。

（
評
）
曲
物
に
蓋
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
完
全
に
内
味
を
風
呂
敷
か
ら
遮

断
し
な
い
。
染
み
エ
合
か
ら
内
味
は
味
噌
の
曲
物
だ
な
と
判
断
さ
れ
る
風
呂

敷
包
み
を
さ
げ
た
坊
主
が
、
春
霞
の
峠
を
遥
兼
と
し
て
寺
に
帰
り
つ
A

あ

る
。
あ
る
ひ
は
、
前
旬
の
人
を
、
諸
国
行
脚
の
雲
水
と
見
た
て
4
峠
に
辿
り

つ
い
て
休
息
し
、
弁
当
を
食
べ
よ
う
と
風
呂
敷
包
を
取
り
出
す
と
、
曲
物
に

入
れ
た
味
噌
の
汁
気
が
滲
み
出
て
、
風
呂
敷
が
し
め
つ
て
ゐ
る
、
と
み
た
方

が
良
か
ら
う
か
。

手
を
書
と
童
に
筆
を
と
ら
せ
け
る

聾
の
し
め
る
味
噌
の
曲
物

テ
を
カ
ク
。

0
と
ら
吐

（釈）

0
名
残
表
一
1

一
句
目
。
雑
。

0
手
を
書
。

け
る
「
と
ら
せ
け
り
」
（
桃
の
白
実
）
。

（
評
）
「
こ
の
子
っ
た
ら
う
ま
い
字
を
害
き
ま
す
よ
。
」
と
い
ふ
の
で
、
子

供
に
字
を
か
4

せ
る
。
前
旬
禅
林
の
匂
ひ
か
ら
、
寺
の
幼
い
小
僧
を
点
出
し

た
。
こ
こ
の
二
旬
、
つ
ゞ
け
て
芭
蕉
の
作
で
あ
る
。
こ
の
巻
の
や
う
な
多
数

吟
の
と
き
、
一
人
で
二
旬
つ
ゞ
け
て
詠
む
こ
と
は
、
普
通
し
な
い
こ
と
だ
が

芭

蕉

芭

蕉

海
少
へ
だ
4

る
水
の
し
は
4
ゆ
き

（
桃
の

桃

後

前
旬
が
難
か
し
く
連
衆
つ
け
あ
ぐ
ん
だ
が
何
か
で
、
指
導
的
な
気
持
が
ら
、

つ
ゞ
け
て
自
分
で
つ
け
て
み
せ
た
も
の
だ
ら
う
。

（釈）

0
名
残
表
四
旬
目
。
秋
（
夜
仕
事
）
。

O
明
松
を
廻
す
夜
仕
事

「
松
明
を
割
夜
の
仕
事
に
」
（
桃
の
白
実
）
。

O
夜
仕
事
。
よ
な
べ
屋
内

に
と
る
。
藁
細
工
や
針
仕
事
。

0
廻
す
。
松
明
の
位
置
を
動
か
す
訳
で
は

な
い
。
上
側
と
下
側
を
廻
し
返
へ
る
事
に
よ
っ
て
火
力
を
上
げ
る
。
少
し
ほ

っ
と
く
と
、
く
す
べ
出
し
て
暗
く
た
る
の
で
、
く
る
り
と
ひ
つ
く
り
返
へ
し

て
明
る
＜
す
る
の
で
あ
る
。

（
評
）
訪
客
と
話
し
な
が
ら
手
ほ
セ
ッ
セ
と
夜
仕
事
に
精
を
出
す
両
親
。
そ

の
側
で
手
習
を
す
る
、
或
は
お
客
さ
ん
に
字
を
書
い
て
見
せ
る
子
。
『
桃
の

白
実
』
の
旬
形
で
は
、
一
句
説
朗
に
す
ぎ
て
面
白
く
な
い
。

（釈）

0
名
残
表
五
句
目
。
雑
。

0
へ
だ
4
る
「
隔
つ
る
」

白
実
）

0
し
は
4
ゆ
き
し
ほ
っ
ぱ
い
。
塩
つ
か
ら
い
。

（
評
）
前
句
の
屋
外
の
某
。
川
岸
と
光
洩
れ
来
る
家
。
海
が
遠
く
な
い
事
は

風
の
運
ん
で
来
る
汐
気
か
ら
判
る
。
或
ひ
ほ
、
前
句
の
明
松
を
運
す
夜
仕
事

を
、
釣
に
解
し
た
か
。
夜
釣
り
を
し
て
ゐ
る
と
、
何
か
の
は
ず
み
に
水
が

ロ
に
入
る
こ
と
も
あ
る
。
海
近
く
の
河
水
の
塩
つ
ば
い
味
を
感
じ
て
ゐ
る

、。カ
ア
カ
シ
9

マッ

朋
松
を
廻
す
夜
仕
事

白

蛋
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秋
風
す
ご
し
義
朝
の
塞

（釈）

0
名
残
表
六
旬
目
。
秋
（
秋
風
）
。
〇
義
朝
の
募
。
平
治
の

乱
に
敗
れ
て
東
に
逃
れ
た
源
義
朝
は
、
平
治
二
年
正
月
、
尾
張
国
内
海
で
、

長
田
忠
致
父
子
に
試
世
ら
れ
た
。
東
海
道
宮
よ
り
桑
名
ま
で
七
里
舟
渡
し
の

船
上
よ
り
東
の
方
に
み
え
る
尾
張
国
野
間
の
内
海
に
基
が
あ
る
。
義
朝
の
最

後
を
描
い
た
も
の
に
近
松
の
『
鎌
田
兵
衛
名
所
盃
』
（
元
緑
八
年
）
が
あ

る
。
義
経
と
同
じ
く
気
の
毒
な
最
後
を
遂
げ
た
義
朝
の
悲
劇
的
な
生
涯
は
、

当
時
の
人
々
に
深
い
同
情
を
も
よ
ほ
さ
せ
て
ゐ
た
ら
し
い
。

（
評
）
義
朝
の
墓
は
「
海
少
へ
だ
4
る
」
位
置
に
あ
り
、
前
旬
に
附
く
。
了

意
の
『
東
海
道
名
所
記
』
四
よ
り
引
用
す
る
と
、
「
：
：
舟
ば
た
に
よ
り
か

4
り
居
る
。
男
、
い
か
に
御
房
、
ひ
が
し
の
か
た
に
み
え
た
る
ほ
、
い
づ
く

ぞ
や
と
尋
ね
た
り
け
れ
ば
、
あ
れ
こ
そ
野
間
の
う
つ
み
と
い
ふ
所
に
て
侍
ベ

れ
。
そ
の
か
み
源
の
義
朝
都
に
し
て
、
信
頼
に
か
た
ら
は
れ
、
む
ほ
ん
を
お

こ
し
て
、
い
く
さ
に
打
ま
け
、
東
国
に
お
ち
ゆ
か
ん
と
心
ざ
し
、
是
ま
で
く

だ
り
て
長
田
が
家
に
か
く
れ
給
ひ
し
に
、
長
田
、
日
比
の
恩
を
わ
す
れ
、
わ

が
む
こ
の
鎌
田
の
政
清
と
も
に
、
た
ば
か
り
て
、
こ
ろ
し
け
る
所
也
。
お
さ

だ
す
な
は
ち
、
義
と
も
政
き
よ
か
首
を
、
都
に
も
ち
て
の
ぼ
り
、
平
家
に
ま

い
ら
せ
て
、
大
な
る
け
ん
じ
ゃ
う
に
も
、
あ
づ
か
ら
は
や
と
思
ひ
け
る
所
に

普
代
の
主
君
を
こ
ろ
し
け
る
、
不
忠
の
も
の
也
と
、
人
々
に
く
み
け
れ
ば
、

さ
し
て
手
が
ら
と
も
聞
え
ず
、
平
家
も
か
や
う
の
者
は
、
後
の
代
ま
で
の
こ

ら
し
に
せ
よ
な
ど
、
ひ
し
め
き
け
れ
ば
、
長
田
は
と
る
物
も
と
り
あ
へ
ず
、

に
げ
く
だ
り
け
り
。
平
家
西
国
に
お
ち
て
後
、
頼
朝
へ
か
う
さ
ん
し
て
出
け

る
を
、
よ
く
西
国
に
く
だ
り
て
、
い
く
さ
を
い
た
せ
、
け
ん
じ
ゃ
う
は
忠
節

に
よ
る
べ
し
と
の
た
ま
へ
ば
、
お
さ
だ
よ
ろ
こ
び
西
国
に
く
だ
り
、
命
を
も

桃

先

（釈）

0
名
残
表
七
旬
目
。

秋
（
月
）
。

小
づ
ら
の
に
く
き
衣

l
¥．
の
月

そ
ば
切
の
あ
れ
行
煙
に
道
附
て

雪

丸

（釈）

0
名
残
表
七
旬
目
。
秋
（
そ
ば
切
）
。
〇
そ
ば
切
吾
仲
の
『
柿

表
紙
』
（
元
祗
十
五
年
刊
）
に
「
そ
は
切
の
名
残
を
吹
や
冑
あ
ら
し
素
覧
」

の
旬
が
あ
る
。
或
は
「
そ
ば
か
り
」
と
よ
む
か
。
な
ほ
、
こ
の
一
旬
、
「
蕎

麦
畑
あ
れ
行
ま
4

に
道
付
て
」
（
桃
の
白
実
）
。

（
評
）
義
朝
墓
の
あ
る
あ
た
り
の
、
山
畑
の
景
。
荒
れ
放
題
に
荒
れ
て
ゐ
る

が
、
そ
の
山
の
そ
ば
畑
に
苅
り
に
ゆ
く
の
で
、
あ
れ
た
畑
地
に
自
然
と
道
が

ヽ
こ
。

っ
し

f

桃
,,, 鯉

か
へ
り
み
ず
、
敵
お
ほ
く
う
ち
と
り
、
鎌
倉
へ
か
へ
り
し
を
、
頼
朝
と
ら
へ

て
傑
に
か
け
ら
れ
た
り
と
申
す
。
今
に
義
朝
の
石
塔
あ
り
。
」
と
あ
る
。
な

ほ
『
守
武
千
旬
』
に
「
月
見
て
や
常
盤
の
生
に
か
4
る
ら
ん
」
「
義
朝
殿
に

似
た
る
秋
風
」
と
あ
り
、
芭
蕉
の
『
甲
子
吟
行
』
に
も
「
・
・
・
・
美
濃
に
至

る
。
今
須
山
中
を
過
て
、
い
に
し
へ
常
盤
の
墳
あ
り
。
伊
勢
の
守
武
が
云
け

る
、
義
朝
に
似
た
る
秋
風
、
と
は
い
づ
れ
の
処
に
か
似
た
り
け
む
。
我
も
ま

た
」
と
あ
っ
て
、
「
義
朝
の
こ
4
ろ
に
似
た
り
あ
き
の
風
」
の
旬
が
見
え

る
。
保
元
の
乱
に
、
父
為
義
を
は
じ
め
、
弟
た
ち
を
失
ひ
、
今
叉
平
治
の
乱

で
、
常
盤
御
前
や
幼
い
子
供
た
ち
と
別
れ
た
上
、
思
は
ぬ
異
郷
で
無
惨
な
最

後
を
遂
げ
た
義
朝
の
暮
は
、
そ
の
生
涯
を
佑
へ
ば
一
層
あ
は
れ
が
深
い
も
の

が
あ
ら
う
。
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貪
）
早
朝
、
ま
だ
夜
も
あ
け
き
ら
ぬ
う
ち
に
、
あ
ま
り
に
も
明
る
い
月
に

欺
か
れ
て
、
女
と
別
れ
て
来
た
男
が
、
空
に
ぽ
つ
か
り
か
4

つ
て
ゐ
る
月
に

何
だ
か
自
分
が
馬
鹿
に
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
も
っ
と
も
っ
と
、
女

と
一
緒
に
ゐ
た
か
っ
た
の
に
、
あ
の
小
面
に
く
い
月
め
。
後
朝
の
別
れ
に
悪

ま
れ
る
の
は
、
お
月
さ
ま
と
鶏
か
。
荒
れ
た
蕎
麦
畑
を
か
へ
る
の
も
、
も
の

う
い
も
の
だ
。
『
如
行
子
』
所
収
、
「
た
め
つ
け
て
」
の
巻
に
、
「
も
う
山

の
端
に
月
の
一
ひ
ら
聰
雪
」
「
き
ぬ

k
＼
や
烏
帽
子
置
く
床
忘
れ
け
り

越
人
」
の
附
合
が
あ
る
が
、
こ
4

は
こ
の
句
で
始
め
て
恋
の
句
が
出
た
。

さ
ま
人
＼
の
恋
は
馬
刀
貝
忘
＞
貝

（釈）

0
名
残
表
九
旬
目
。
雑
。
恋
の
句
。

0
馬
刀
貝
忘
レ
貝
「
う

っ
せ
貝
」
（
桃
の
白
実
）
。
『
国
性
爺
合
戦
』
二
「
は
ま
づ
た
ひ
」
に
「
ね
も

ヽ

｀

、

、

、

せ
で
ひ
と
り
あ
か
に
し
の
、
誰
を
ま
て
と
や
、
人
の
見
る
＜
い
忘
れ
貝
、
我

．
ふ
た
り
ね
の
床
ぶ
し
は
、
身
に
し
ゞ
み
貝
い
わ
ひ
が
い
」
の
用
例
の
如
く
、

、
、
、

「
待
て
」
「
忘
れ
」
共
に
恋
の
詞
を
貝
尽
し
に
托
し
た
も
の
で
、
『
松
風
村

雨
束
帯
鑑
』
に
も
「
此
の
世
も
忘
れ
貝
、
浦
の
塩
貝
、
う
つ
せ
貝
」
と
見
え

て
ゐ
る
（
同
様
の
技
巧
、
西
鶴
の
『
暦
』
に
も
あ
り
）
。
こ
の
場
合
貝
そ
の
物

の
イ
メ
ー
ジ
を
思
ひ
浮
べ
る
必
要
は
な
い
。
色
々
さ
ま
ざ
ま
な
恋
を
経
験
し

て
来
た
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
、
馬
刀
貝
は
、
真
直
亜
円
柱
状
の
長
い

1

一
枚
貝
、
殻
黒
く
、
竹
管
に
似
て
、
長
さ
三
四
寸
あ
る
。
忘
貝
は
、
殻
ほ
扁

平
で
厚
く
、
前
方
は
少
し
と
が
り
、
後
方
円
＜
淡
紫
色
で
裏
面
は
白
い
。

（
評
）
前
旬
、
こ
の
巻
で
始
め
て
恋
の
旬
が
出
た
の
で
、
一
旬
で
す
て
る
の

も
惜
し
く
、
甚
だ
漠
然
と
し
た
も
の
だ
が
、
叉
恋
を
つ
け
た
。
後
朝
の
戻
り

道
、
月
を
眺
め
な
が
ら
、
自
分
も
若
い
頃
か
ら
、
何
と
さ
ま
ざ
ま
な
恋
を
し

支

考

て
来
た
こ
と
よ
、
そ
れ
も
も
う
今
と
な
っ
て
ほ
み
ん
な
忘
れ
て
了
っ
た
よ
。

と
自
ら
述
懐
し
て
ゐ
る
さ
ま
で
あ
ら
う
。
—
ー
と
い
ふ
よ
り
、
そ
ん
な
具
体

的
な
想
念
よ
り
、
も
っ
と
こ
の
旬
の
言
葉
の
調
子
に
自
ら
興
じ
て
、
面
白
が

つ
て
こ
ん
な
旬
を
つ
け
た
の
で
あ
ら
う
か
。
前
旬
の
具
体
的
な
恋
を
、
観
想

的
な
恋
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

（釈）

0
名
残
表
十
旬
目
。
雑
゜

（
評
）
芭
蕉
の
所
謂
、
「
一
巻
」
中
に
「
あ
ら
ま
ほ
し
」
い
「
物
語
の
妹
」

で
あ
る
。
「
さ
ま
人
＼
に
品
か
は
り
た
る
恋
を
し
て
凡
兆
」
「
浮
世
の
果

は
皆
小
町
な
り
芭
蕉
」
。
彼
の
有
名
な
「
市
中
」
の
巻
の
歌
仙
の
恋
句
の

二
香
煎
じ
と
評
す
る
ほ
酷
か
。
流
石
の
芭
蕉
も
、
本
巻
の
如
く
連
衆
の
＞
ベ

ル
が
低
く
て
は
力
の
振
る
ひ
様
も
あ
る
ま
い
と
気
の
毒
に
さ
へ
感
ず
る
。
そ

れ
に
、
前
記
の
如
く
、
芭
蕉
の
体
の
調
子
も
悪
か
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
良
い

加
減
に
つ
け
た
の
で
あ
ら
う
。
前
句
の
恋
の
，
な
れ
の
果
て
ゞ
あ
る
。

さ
て
、
こ
4

の
附
合
に
つ
き
、
石
分
の
『
芭
蕉
翁
附
合
集
評
註
』
下
巻
に

「
前
旬
ハ
た
ゞ
い
ひ
の
べ
た
る
の
ミ
の
旬
に
て
、
さ
せ
る
こ
4
ろ
な
け
れ
ど

後
旬
引
お
こ
し
て
、
思
ひ
の
外
の
恋
を
つ
け
た
る
働
な
り
。
句
意
〈
は
じ
め

＾
と
も
に
い
や
し
か
ら
ぬ
人
の
、
恋
の
あ
や
ま
ち
よ
り
さ
ま
人
＼
に
さ
す
ら

ひ
て
、
つ
ひ
に
乞
食
と
ま
で
な
り
て
も
、
と
も
に
情
ふ
か
く
、
こ
4
ろ
つ
ゆ

も
か
へ
ぬ
せ
つ
な
る
中
也
。
さ
ま
人
＼
に
と
、
前
句
に
い
ひ
な
ら
べ
た
る
を

い
ろ
／
＼
の
う
き
ふ
し
に
あ
ひ
た
る
よ
し
に
と
れ
り
」
と
評
し
て
ゐ
る
。
い

か
に
も
、
石
合
の
言
の
如
く
で
あ
ら
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
恋
の
ひ
と
つ
の
相

（
す
が
た
）
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

乞
食
と
成
て
夫
婦
か
た
ら
ふ

芭

蕉
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（釈）

0
名
残
裏
一
旬
目
。
雑
。

0
素
湯
さ
ゆ
。

（
評
）
歌
仙
も
終
り
に
近
づ
い
て
、
破
か
ら
急
に
移
っ
た
。
弦
を
は
る
前
句

を
乱
戦
の
貌
に
引
き
う
つ
し
た
。
戦
決
し
て
落
ち
行
く
敗
軍
の
武
者
が
一
名

（
将
と
ま
で
は
阪
ら
ず
と
も
、
と
も
か
く
一
廉
の
土
で
な
い
と
び
つ
た
り
し

な
い
様
だ
）
、
路
傍
に
一
寺
を
見
か
け
、
戦
場
も
近
い
こ
と
と
て
住
僧
は
店

つ
て
も
奥
深
く
引
つ
こ
ん
で
居
る
の
で
、
「
卒
爾
な
が
ら
素
湯
一
杯
所
里
」

と
大
音
に
て
申
入
れ
る
。
之
も
前
旬
に
余
り
つ
き
す
ぎ
て
ゐ
て
余
情
に
乏
し

、。n
 

g素
湯
一
ツ
御
寺
見
か
け
て
呼
り
け
り

（釈）

0
名
残
表
十
二
旬
目
。

す
」
（
桃
の
白
実
）
。

（
評
）
前
旬
の
夫
婦
の
愛
情
か
ら
転
じ
て
朋
友
間
の
そ
れ
に
さ
ま
を
見
か
へ

て
つ
け
た
。
弓
場
で
芸
古
し
て
ゐ
る
う
ち
に
ぶ
つ
つ
り
弓
の
弦
が
切
れ
た
。

そ
れ
を
力
を
こ
め
て
、
な
ほ
し
て
や
つ
て
ゐ
る
。

き
れ
た
る
弦
を
押
な
ほ
す
弓

雑。

0
弦
を
押
な
ほ
す

さ
し
む
く
る
背
中
の
雪
を
打
は
ら
ひ

扇

車
「
絃
を
引
直

以

之

拿釈）

0
名
残
表
十
一
旬
目
。
冬
（
雪
）
。

（
評
）
乞
食
と
な
っ
て
も
夫
婦
仲
よ
く
容
ら
し
て
ゐ
る
一
一
人
が

．．．． 
で
は
あ

ん
ま
り
つ
き
す
ぎ
て
ゐ
る
。
い
か
に
も
ま
づ
い
附
方
で
あ
る
。
雪
空
に
物
貰

ひ
に
出
歩
い
て
ゐ
た
夫
を
迎
へ
て
の
宴
の
愛
情
か
。

芦

雁

（釈）

0
名
残
裏
二
句
目
。
雑
゜

（
評
）
前
旬
、
心
あ
は
た
ゞ
し
い
人
に
対
し
て
、
牛
は
の
ん
び
り
と
荷
を
背

負
ひ
な
が
ら
ね
こ
ろ
ん
で
ゐ
る
。
往
還
の
景
。
対
応
の
附
で
あ
る
。

め
た
／
＼
‘
と
日
向
夕
の
方
の
花
盛
り

（釈）

0
名
残
裏
三
句
目
。
春
（
花
盛
り
）
。

O
め
た
／
＼
と
。
め
つ

た
や
た
ら
に
の
意
力
。
「
め
た
」
の
語
の
用
例
「
八
重
桐
此
君
も
太
夫
の
勤

、
、
、

也
。
何
も
其
心
立
大
ぎ
に
よ
し
。
然
有
と
て
も
、
め
た
と
御
ち
ま
ん
〈
無
用

也
」
（
『
古
原
大
豆
俵
評
判
』
天
和
―
―
一
年
刊
）
『
全
国
方
冒
辞
典
』
に
は
'
(
副
）

「
メ
ク
メ
タ
」
。
む
や
み
に
。
や
た
ら
に
。
し
き
り
に
。
度
々
。
「
メ
タ
／
＼

食
べ
る
と
腹
を
こ
わ
す
ぞ
」
群
馬
県
碓
氷
郡
・
長
野
県
佐
久
地
方
・
山
梨
・

静
岡
県
庵
原
郡
と
あ
る
。
な
ほ
、
こ
の
初
五
、
「
め
き
／
＼
と
」
（
桃
の
白

実）。（
評
）
む
や
み
に
陽
の
あ
た
る
場
所
の
花
が
満
開
だ
。
前
旬
の
荷
を
負
っ
た

ま
4
寝
こ
ろ
ぶ
牛
と
よ
く
気
分
が
ひ
ゞ
き
合
っ
て
ゐ
る
。
名
残
の
裏
は
、
こ

の
二
旬
あ
と
の
五
旬
目
が
「
匂
の
花
」
で
、
花
の
定
座
だ
が
、
荷
を
負
ひ
な

が
ら
、
牛
の
ね
こ
ろ
ぶ
、
と
い
ふ
前
句
に
長
閑
な
春
の
気
分
を
感
じ
と
つ
て

少
し
早
い
が
花
を
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
「
め
た
／
＼
と
」
は
パ

ジ
ェ
ス
に

M
e
t
a
m
e
t
a
t
o
(
a
d
v
)
.
 
メ
タ
メ
タ
ト

M
a
n
i
e
r
e
D、
a
t
t
a
q
u
e
r

o
u
 d
e
 se 
p
r
e
c
i
p
i
t
e
r
 
u
n
 g
r
a
n
d
 n
o
m
b
r
e
 c
o
n
t
r
e
 q
u
e
l
q
u
'
u
n
 d
a
n
s
 

s
a
 
m
a
i
s
o
n
 
p
o
u
r
 le 
tuer, 
o
u
 p
o
u
r
 
r
e
n
v
e
r
s
e
r
 
o
u
 
d
e
t
r
u
i
r
e
,
 

etc. 
M
e
t
a
m
e
t
a
t
o
 
i
y
e
y
e
 
t
o
r
i
c
a
k
e
t
a
,
 
;I-

f
t
?
'
p
 f-. 
,1 .:,:.,-._ 
I--

JJ'JJ 

荷
を
負
な
が
ら
牛
は
媒
こ
ろ
ぶ

白

雪

桃

後

る7
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念
仏
に
す
4
め
こ
み
た
る
蝶
の
夢

（釈）

0
名
残
裏
五
旬
目
。
春
（
蝶
の
夢
）
。
本
当
は
花
の
定
座
。

0
蝶

の
夢
。
『
一
葉
集
』
に
は
「
蝶
の
友
」
と
あ
る
。
『
荘
子
』
「
斎
物
論
」
に

柳
の
糸
が
ひ
た
る
石
鉢

桃

先

（釈）

0
名
残
裏
四
旬
目
。
春
（
柳
の
糸
）
。
〇
柳
の
糸
が
「
柳
の
糸
の
」

（
椀
の
白
実
）
。
柳
の
枝
の
細
く
し
た
れ
た
の
を
糸
に
見
立
て
4

い
う
。
「
あ

、
、
、

ら
青
の
柳
の
糸
や
水
の
流
鬼
貫
」
（
『
鬼
貫
句
選
』
）
。
〇
石
鉢
。
『
好
色
―

代
女
』
一
「
淫
婦
の
芙
形
」
に
「
扇
造
ひ
し
て
袖
口
よ
り
風
を
入
、
し
は
し

あ
り
て
手
水
に
立
。
石
体
に
水
は
あ
り
と
も
改
め
て
水
か
へ
さ
せ
て
、
静
に

口
中
な
ど
あ
ら
ひ
。
禿
い
ひ
や
り
て
供
の
者
に
持
せ
置
し
白
き
奉
書
包
の
煙

草
と
り
よ
せ
呑
な
ど
」
。
縁
先
の
手
水
鉢
な
ど
に
用
ひ
る
、
大
き
な
石
細
工

の
鉢
の
こ
と
。

（
評
）
厠
か
ら
出
て
、
柳
の
細
枝
が
そ
よ
風
に
ゆ
れ
る
石
鉢
で
手
水
つ
か
ひ

な
が
ら
、
不
図
前
方
日
向
の
花
盛
り
に
目
を
奪
は
れ
、
柄
杓
も
つ
手
が
動
き

を
忘
れ
る
。

淡

水

ゞ
滋
.
lls 
e
n
v
a
h
i
r
e
n
t
 t
o
u
t
 
a
 co
u
p
 
et 
eti 
g
r
a
n
d
 n
o
m
b
r
e
 

sa 

m
a
i
s
o
n
.
 
即
ち
、
家
の
中
に
ゐ
る
人
に
向
つ
て
、
殺
す
た
め
か
、
打
倒
す

る
か
、
撃
滅
す
る
目
的
で
、
大
挙
し
て
攻
撃
す
る
方
法
、
乃
至
は
突
撃
す
る

方
法
。
メ
タ
メ
タ
ト
イ
エ
ヘ
ト
リ
カ
ケ
タ
。
彼
ら
は
突
然
、
大
挙
し
て
彼
の

家
に
侵
入
し
た
。
ー
ー
以
上
の
如
き
註
か
ら
み
て
、
「
め
た
め
た
と
」
は
や

は
り
、
多
最
に
一
度
に
ど
つ
と
、
と
い
ふ
風
な
感
じ
の
言
葉
ら
し
い
。

用
例

桃

瞬

「
君
や
鰈
我
や
荘
子
が
夢
心

「
荘
周
夢
に
胡
蝶
と
な
る
云
々
」
。

蕉
」
（
『
佑
歌
仙
』
）

（
評
）
前
旬
、
な
ん
と
は
な
し
に
お
寺
の
縁
の
様
な
感
じ
。
そ
れ
を
承
け
て

僧
が
春
の
昼
さ
が
り
、
つ
い
う
と

l
＼
と
し
て
蝶
の
と
び
か
ふ
西
穿
を
み
、
覚

め
て
い
つ
し
か
念
仏
を
唱
へ
て
ゐ
た
。
蝶
の
夢
と
い
ふ
と
、
す
ぐ
例
の
荘
周

の
故
事
が
引
合
ひ
に
出
さ
れ
る
が
、
こ
4

は
作
者
が
十
二
、
一
1

一
オ
の
少
年
だ

か
ら
、
そ
こ
ま
で
考
へ
て
は
考
へ
す
ご
し
で
あ
ら
う
。

叉
幾
度
の
濶
生
目
出
度

（釈）

0
揚
旬
。
春
（
鴨
生
）
。
〇
目
出
度
「
め
て
た
き
」
（
桃
の
白
実
）
。

（
評
）
前
旬
の
蝶
を
夢
み
て
念
仏
を
唱
へ
る
人
を
、
結
構
な
老
人
の
身
の
上

と
と
つ
て
、
今
ま
で
も
何
度
も
春
の
蒲
生
を
む
か
へ
た
、
こ
の
上
と
も
に

「
叉
幾
度
」
の
春
を
と
、
め
で
た
く
長
寿
を
重
ね
た
ひ
と
の
面
影
を
勢
髯
せ

し
め
る
。
平
凡
で
例
の
調
子
な
が
ら
、
ま
づ
は
め
で
た
い
揚
旬
で
あ
る
。

な
ほ
、
こ
の
歌
仙
季
の
配
置
が
次
の
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
、

初

表

1
1
冬
・
冬
・
冬
・
雑
・
・
秋
・
秋
゜

初
裏

1
1秋
・
雑
・
雑
・
雑
・
雑
・
冬
・
冬
•
秋
•
秋
•
秋
・
春
・
春
。

名
残
表
1
1春
·
雑
・
雑
・
雑
・
雑
•
秋
•
秋
•
秋
・
雑
・
雑
・
冬
・
雑
゜

名
残
裏
1
1
雑
・
雑
・
春
・
春
・
春
・
春
。

右
の
や
う
に
、
夏
の
旬
が
全
然
な
い
と
い
ふ
珍
妙
な
連
旬
で
あ
る
。
そ
し
て

寒
々
し
た
時
分
に
巻
い
た
せ
い
か
、
何
と
な
く
う
そ
さ
む
そ
う
な
旬
ば
か
り

が
多
い
。
芭
蕉
が
一
座
し
て
さ
ば
き
乍
ら
、
初
裏
の
五
旬
目
ま
で
旬
を
出
し

て
ゐ
ず
、
し
か
も
全
部
で
―
1

一
句
し
か
つ
け
て
ゐ
ぬ
の
も
、
熱
意
の
足
り
な
い
感 芭，
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じ
が
す
る
。
そ
し
て
、
叉
、
「
九
世
の
観
音
」
、
「
火
屋
の
白
幕
」
、
「
複
子
」
≫

「
義
朝
の
墓
」
、
「
御
寺
見
か
け
て
」
、
「
念
仏
に
す
4
め
こ
み
た
る
」
等
、
一

巻
中
釈
教
や
無
常
が
む
や
み
と
多
す
ぎ
、
恋
旬
の
は
な
や
か
さ
も
乏
し
い
ま

4
、
何
だ
か
し
め
っ
ぽ
く
気
勢
の
揚
ら
ぬ
作
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
平
明

な
旬
が
多
く
て
一
向
は
り
あ
ひ
の
な
い
、
つ
ま
ら
な
い
巻
で
あ
る
。
芭
蕉
は

「
弼
仙
は
三
十
六
歩
也
。
一
歩
も
あ
と
に
帰
る
心
な
し
」
(
『
-
舌
加
子
』
）
の

言
葉
を
以
つ
て
連
旬
指
這
の
根
本
精
神
と
し
た
と
云
は
れ
る
。
こ
の
歌
仙
は

ま
あ
前
進
は
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
然
し
、
そ
れ
が
二
三
歩
行
っ
て
は

足
踏
み
し
、
ニ
―
―
一
歩
行
っ
て
は
数
歩
止
ま
る
様
な
遮
み
方
で
あ
る
や
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
即
ち
「
佗
人
」
の
旬
か
ら
数
旬
、
「
小
づ
ら
の
に
く
き
」
か
ら

数
旬
、
終
り
の
数
旬
は
、
何
れ
も
情
に
ひ
か
れ
て
変
化
進
展
に
乏
し
い
と
思

は
れ
る
。
叉
、
あ
の
『
猿
簑
』
の
運
旬
に
見
ら
れ
た
極
度
に
張
ら
れ
た
二
つ

、
、
、

の
金
線
が
互
に
共
嗚
し
合
ふ
や
う
な
、
ひ
ゞ
き
の
附
、
滑
か
に
実
に
無
理
な

、

、

、

、

、

＜
附
旬
に
転
じ
て
行
く
、
う
つ
り
の
附
味
、
叉
、
漂
滸
と
感
合
し
あ
ふ
に
ほ

ひ
の
附
味
、
ー
ー
さ
う
し
た
勝
れ
た
附
合
を
殆
ど
見
出
し
得
な
い
。
こ
れ
も

亦
、
多
人
数
の
新
弟
子
達
を
指
導
し
て
興
行
し
た
習
作
の
一
っ
と
云
へ
よ
う

か

。

（

終

）
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